第〇学年英語科学習指導案（例）
令和○年○月○日（○）
第○校時　〇時〇分～〇時〇分

〇年○組　〇〇名

指導者　○○　○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．単元名　　○○○○○○○○○○○○○
　（教科書名○○○○　Lesson○　○○○○○）

２．単元について
（１）教材について
（２）生徒について
（３）指導について
３．単元の目標

４．関連する学習指導要領における領域別目標
	（例）
書くこと
	ウ　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて書くことができるようにする。


５．単元の評価規準　
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	（例）
書くこと
	＜知識＞
【言語材料】について理解している。
＜技能＞
【事柄・話題】について聞いたり読んだりしたことについて、【内容】を、【言語材料】などを用いて書く技能を身に付けている。
	【目的等】に応じて、【事柄・話題】について聞いたり読んだりして、【内容】を、簡単な語句や文を用いて書いている。
	【目的等】に応じて、【事柄・話題】について聞いたり読んだりして、【内容】を、簡単な語句や文を用いて書こうとしている。



６．指導と評価の計画（〇時間扱い）
	時間
	
	学習活動
	知
	思
	主
	評価規準　【評価方法】

	１
	1 
	2 スライドで示した人物について、ペアで説明し合う。その後、後置修飾の特徴やきまりを確認する。
3 自己目標を設定する。
	〇
	
	
	後置修飾の特徴やきまりについて理解している。【記述分析】【行動観察】

	２
	1 
	2 アメリカの黒人差別の歴史に関する教科書の内容理解を通して、後置修飾の意味や用法を知る。

3 本文を引用しながら英文を書くための表現方法を学ぶ。
	〇
	
	
	· 後置修飾の意味や用法（動詞の-ing形、過去分詞形）を理解している。【記述分析】

· 引用の仕方を理解している。【記述分析】

	
	
	
	
	
	
	

	８
	1 
	2 What can we learn from the Great people? についてのスピーチをする。
3 同様のテーマで英作文を作成し、提出する。
4 自己目標の達成状況を振り返る。
	◎
	◎
	◎
	＜知識＞
後置修飾の特徴やきまりを理解している。【記述分析】
＜技能＞
世界の偉人の物語について読んだり聞いたりして学んだことについて、後置修飾を用いて書く技能を身に付けている。
【記述分析】
＜思考・判断・表現＞
≪よりよい世界をつくるためにできることを交流するために、世界の偉人の物語を読んだり聞いたりして、考えたことや感じたこと、その理由などを、英文を引用したり内容に言及したりしながら文章を≫書いている。【記述分析】
＜主体的に学習に取り組む態度＞
≪同上≫書こうとしている。【記述分析】【行動観察】

	後日
	
	ペーパーテスト（定期テスト）
	◎
	◎
	◎
	





７．本時案（〇／〇）
（１）題目　※本時の学習内容を端的に示す。例「キング牧師の物語から学んだこと」など
（２）本時のねらい　
（３）展開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	評価

	５
１０
３０
５
	１．Greeting

２．Warming-up
　　

３．Activity
４．Reflection
	○

○

○

〇
	



「～できる」「～しよう」の形で、この単元での目標を生徒と共有する言葉で書く。（「何ができるようになるのか」を明らかにする）





教材観：題材の内容や主たる言語材料を活用し、言語活動を通して育成する単元


を通して身に付けさせたい力　（教材の価値にとどまらない）


生徒観：単元を通して身に付けさせたい力に関わる生徒の実態や課題


指導観：実態や課題を踏まえ、今回の単元で指導上特に工夫する点





単元の目標は、各単元で取り扱う題材、言語の特徴やきまりに関する事項（言語材料）、当該単元の中心となる言語活動において設定するコミュニケーションを行う目的や場面、状況などに即して設定する。


単元の目標の作成に当たっては、本県が新大分スタンダードに基づいた授業改善を推進していることを踏まえ、指導者の指導の意図や育成を目指す資質・能力を明確にするため、指導者の立場で記述する。


⇒　文末表現を「～できるようにする。」として示す。





外国語科では、思考・判断・表現と主体的に学習に取り組む態度には深い関わりがあることから、太字下線部のように文末を対の形で示し、両者を一体的に評価することができることとしている。


国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（令和２年６月）を参考に、評価規準を作成する。





単元計画は、学習到達目標を参考に最終的な言語活動における生徒の姿を具体的にイメージした上で、バックワードデザインで構成する。


コミュニケーションの目的を達成する上で、いかに文法が使われているかに着目させて、生徒の気付きを促す指導を行う。


生徒の学習状況を見届けて、次の指導に生かす評価を〇、全員の学習状況を記録に残す評価を◎で示している。単元計画を作成する際は、次の指導に生かす評価〇の評価規準を空欄にすることも考えられるが、実際の指導を行う上では、ねらいに即して生徒の学習状況を確実に把握し、活動させているだけにならないように十分留意する。





単元の目標を達成するために、この時間に身に付ける力（本時のねらい）を、指導者の立場で具体的に記述する。⇒文末表現を「～できるようにする。」として示す。


【基本】「学習内容（～を、～について）、学習活動（○○を通して、○○でまとめて、○○と比べて）、育成を目指す資質・能力（△△できるようにする）。」


（例）尊敬する人物について、伝え合った内容を整理する活動を通して、まとまりのある英文を書くことができるようにする。





キング牧師から学んだことを自分の経験を交えて書こう。





本時の展開を構想する上で、次のような点に留意することが大切である。


身に付けさせたい力を明確に設定しているか（付けたい力）


実際のコミュニケーションの場面を設定した言語活動を展開しているか（相手意識、目的意識）


教科書の本文やその内容を言語活動の中で活用しているか（内容に踏み込んだ言語活動）








